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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5), 弁天町ＯＲＣ２００生涯学習

センター(弁天 1-2-2-700),銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり

(弁天2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築港2-4-16),港スポーツセンタ

ー(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除 6-5-18),シネ･

ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢(仕事や家事の後で)夜遅くまで机に向か

う毎日です｣との実務担当者の声が胸を突き

ました。旗揚げから1年を経た｢地活協｣(1頁)。

区役所やまちづくりセンターの献身的なサポ

ートも含めて、そうした努力が報われる日が

来るのでしょうか。厳しい問題提起もしまし

た。｢地活協｣の意義が問われています。 

★その｢地活協｣の陰で｢影が薄なった｣と言わ

れている地域振興会ですが、その総会をレポ

ート(10頁)。大半の住民が参加するこの組織

こそまちづくりの本流を担うべきとの期待を

持ちましたが、読者諸賢のご見解や如何に？ 

★ということで、時節柄、会合の記事が目立

ちますが、どれも地域づくりに大切な内容を

含んでますので、我慢して読んで下さいね。 

★昔の歌はやっぱりよろしい。詩も曲も整っ

ていて情緒があります。美しいピアノ伴奏で

『みかんの花咲く丘』『高校三年生』などに世

代を越えて声を揃えた｢うたごえ広場｣(26

頁)。｢核家族化で孤立しがちな世の中を少し

でも明るく｣という主催者の意気やよし！ 

★もう一つ感激したのが｢オーク弁天寄席｣

(30頁)。市政改革の煽りで開催の場が一旦は

｢廃館｣となり存続が危ぶまれましたが、見事

再開。有料化にも｢ええもんはええ！｣と満席

で応えたファンの意気や、これまたよし！ 
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